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平成23年12月1日

代表取締役社長　千田 和秋

千田工業株式会社 

１．　環　境　方　針

環 境 方 針

  我々は、地球環境問題の改善に取り組むことが人類共通の重要課題であることを
認識し、『自然にやさしい 人にやさしい』をスローガンとし、環境保全活動に
取り組むことを誓約します。

環 境 行 動 指 針

　千田工業株式会社は建設業を通して、地球温暖化の防止、資源のリサイクルに

 努め、お客様に喜んでもらえる企業を目指します。
１．車両・重機の省エネ運転で二酸化炭素排出量の削減に努めます。

２．照明・冷暖房・施工工程での節電に努めます。

３．建設系廃棄物・事業所廃棄物の分別を推進し、資源のリサイクルに努めます。

４．水資源の節約に努め・水使用量の削減をめざします。

５．地域との良好なコミュニケーションに努め、地域の環境保全活動に積極的に参

    加します。

６．お客様と環境負荷への意識を共有し、建築プランに活かしていきます。

７．事務用品等の購入にあたり、環境負荷の少ない物品を優先させます。

８．事業活動に関連する法規制は確実に遵守することを誓約します。

９．取り組みはエコアクション21ガイドラインに従い運営し、活動結果を毎年公

    開します。
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実施体制図

委　員　大畑正人

委　員　秋野瀬哲也

委　員　高橋城樹

委　員　柳信哉

委　員　千田智哉

委　員　照井しのぶ

営業

総務全般

建築積算

建築工務

土木積算

土木工務

委員長　高橋欣靖

住宅事業部長　及川幸博

工事部門 工事部長　高橋高三 施工全般

住宅事業部門

コミュニケーション窓口

管理室 管理室長　高橋高三 安全衛生
車両管理
資機材管理
産廃関連

土木部長　菅原　繁

環境マネージングシステム委員会

２． エコアクション21の実施体制

代表者 担当役員

社長　千田和秋 専務　千田弘美

環境管理責任者

住宅設計・積算

土木部門

住宅工務

総務部長

建築部長　高橋高三建築部門

総務　千田弘美 （環境委員会）
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役割と責任・権限

④取り組みに対する資源を用意する。

③部門責任者に教育訓練の実施を指示する。

④代表者に結果を報告する。

部門責任者

①活動計画に基づき、省資源・省エネ・節水等を奨励・実施する。

②必要な教育訓練を実施する。

担当役員 ①代表者を補佐しエコ委員会の活動環境を整える。

①代表者に代わってシステムを構築し、運用する。

①環境管理責任者と共にエコアクション21の取り組みを推進する。

③社員教育を計画・立案し、効果をチェックする。

④必要なデータを適切に管理する。

名　　称 責任・権限

①環境管理責任者を任命する。

②エコアクション21の取組決意を表明し、環境方針を示し・全社員に周知する。

③環境管理責任者からの報告を受け全体の見直しを行う。

社員

①部門責任者の下、省資源・省エネ・節水等に努める。

②エコアクション21の取り組みに関する教育訓練を受ける。

③地域の環境活動に参加する。

④公害防止、緊急事態への予防措置・対応を行う。

①地域住民、関連機関からの苦情等の窓口業務を行う。

代表者

環境管理責任者

②環境目標・活動計画を作成し代表者の承認を受け、
　部門責任者に実施を指示する。

環境ﾏﾈｰｼﾞﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
委員会

コミュニケーション窓口

②エコアクション21の取り組み状況をチェックし、
　是正処置・改善策を協議・提案する。

（エコ委員会）

②受け付けた内容を素早くｴｺ委員会に報告し、
　社内の所定フォルダに記録する。

③エコアクション21の取り組み状況をエコ委員会に報告する。
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会社概要

事業所名及び代表者氏名

　千
チ

 田
ダ

 工
コウ

 業
ギョウ

 株
カブ

 式
シキ

 会
カイ

 社
シャ

  代表取締役社長　千
チ

 田
ダ

　和
カズ　

 秋
アキ

　法人設立年月日　昭和３０年８月１５日

　資本金　９，９９７万円

所在地

 本社　〒０２４－００６３ 岩手県北上市九年橋一丁目１０番２９号

　　　　　　電話番号　０１９７－６３－３２０７　　　　　　FAX番号　０１９７－６３－３２１０

　メールアドレス　honsha@chidatec.com

 車庫　〒０２４－００５６ 資材置場　　岩手県北上市鬼柳町古川７９

木材加工場　岩手県北上市鬼柳町古川１６－３
電話番号　　０１９７－６７－３８１２

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　　環境管理責任者　千田弘美

　　　　　　担 当 者 高橋欣靖・大畑正人・秋野瀬哲也・高橋城樹

千田智哉・柳信哉・照井しのぶ

　　　　　　電話番号　０１９７－６３－３２０７　　　　　　FAX番号　０１９７－６３－３２１０

事業活動の内容及び認証登録の範囲

　特定建設業 許可（岩手県）　有効期間：平成２９年１０月２３日～平成３４年１０月２２日

　　・土木工事業 ・建築工事業 ・大工工事業 ・とび・土工工事業

　　・鋼構造物工事業 ・舗装工事業 ・塗装工事業 ・防水工事業

　　・内装仕上工事業 ・造園工事業 ・水道施設工事業 ・解体工事業

　一般建設業 許可（岩手県）　有効期間：平成２９年１０月２３日～平成３４年１０月２２日

　　・管工事業

　産業廃棄物収集運搬業 許可番号　　　　００３０２１５４９６７
　有効期限：平成２９年２月２３日～平成３４年２月２２日
　　範囲：岩手県内　登録車数：1ｔトラック5台 2.0ｔトラック１台 2.25tトラック１台
　　詰替及び保管所：無し ※下請け工事による委託のみ
　取り扱う産業廃棄物（石綿含有産業廃棄物を含む。また、自動車等破砕物であるものを除く。）
　　・廃プラスチック類
　　・金属くず
　　・ガラスくず、コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）
　　 及び陶磁器くず

事業の規模

年　　度 平成２7年度 平成２8年度 平成29年度

 完成工事高（千円）
(収集運搬の売上げ含む)

3,398,134 2,897,399 2,753,047

６６名 70名 ６６名
（20１6年4月） （20１7年4月） （20１8年4月）

 本社事業所延床面積 1,393.42㎡（新社屋） 1,393.42　㎡ 1,393.42　㎡

産業廃棄物収集運搬量
（下請工事による委託）

0.00　ｔ 0.00　ｔ 0.４６　ｔ

認証登録範囲：全組織・全活動・全サイト

本社建替えにより 平成27年６月 ～ 平成２８年３月まで 仮事務所（３２４．９３㎡)

 従業員数（現在日）

３．　事業活動の概要
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（１）平成29年5月～平成30年4月の1年間数値目標

基準値 平成29年目標値
（平成２８年実績値） 基準値 －1％

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO2 335,203.55 331,851.51

電気使用量の削減 ｋｗｈ 71,736.00 71,018.64

燃料使用量の削減 ＭＪ 4,352,909.60 4,309,380.50

総物質投入量の削減 ｔ 1.02 1.01

水使用量の削減 ｍ３ 170.00 170.00

廃棄物総排出量の削減 ｔ 0.37 0.37

廃棄物最終処分量の削減 ｔ 114.13 112.99

（２）短期及び中期数値目標

基準値 平成２９年目標値 平成３０年目標値 平成3１年目標値
（平成２８年実績値） 基準値－１％ 基準値－２％ 基準値－３％

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO2 335,203.55 331,851.51 328,499.48 325,147.44

電気使用量の削減 ｋｗｈ 71,736.00 71,018.64 70,301.28 69,583.92

燃料使用量の削減 ＭＪ 4,352,909.60 4,309,380.50 4,265,851.41 4,222,322.31

総物質投入量の削減 ｔ 1.02 1.01 1.00 0.99

水使用量の削減 ｍ３ 170.00 170.00 170.00 170.00

廃棄物総排出量の削減 ｔ 0.37 0.37 0.36 0.36

廃棄物最終処分量の削減 ｔ 114.13 112.99 111.85 110.71

※購入電力の二酸化炭素排出係数はH29年度東北電力の実排出係数 ０．５４８㎏-co2/ｋｗｈ

（３）その他の取組

化学物質排出移動量の削減

受注戸数

グリーン購入の推進

環境保全意識の向上

地域環境への協力

項　目

４．　環　境　目　標

項　目 単位

項　目 単位

地域清掃活動の社員が５０％以上参加し、地域清掃活動を年４回行う
独居老人宅の除雪ボランティアを年２回以上行う
環境に関わる地域貢献活動を年３回以上行う

目　標

殺虫剤などは必要最小限の利用とし、使用量を記録する

設計プランでは環境負荷低減に資する設計を提案し、年１０件以上受注を目指す

エコマーク・グリーン商品の購入率５０％以上目指す

社外環境保全研修を年２回以上参加する
社内教育を年４回実施する
エコ啓発ポスターを随時掲示する
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代表者の環境方針・環境行動指針に基づき、目標と具体的取組を策定した。

目標基準値は平成２８年度実績とし、１年度に１％・３年度で３％の削減した値を中期目標とした。

平成２９年５月～平成３０年４月の活動を、平成２８年目標基準値のマイナス １％を目標とした。

№ 環境目標 具体的取組

① 電気使用量の削減

　室内温度の管理 夏季２８℃・冬季２０℃を室内温度のめやすとする

ブラインド・窓開閉のこまめな調整をする

外出時・昼休み時間は消灯する

　電力の節約 不使用設備の電源はコンセントを抜く

パソコンの電源オブションは省電力設定にする

② 燃料使用量の削減

　ガソリンの節約 社用車・私用車共アイドリングをしない

給油時にタイヤ空気圧をチェックする

過積載防止と廃棄物積み降ろし時のアイドリングストップ

　軽油の節約 重機の作業外のアイドリングストップ

③ 総物質投入量の削減

　コピー用紙の節約 会議資料はメール・プロジェクターを活用する

④ 水使用量の削減

　節水の励行 節水シールを貼る

流し台には洗い桶を備えて節水する

⑤ 化学物質排出移動量の削減

　使用量の把握 殺虫剤等は必要最小限の利用とし、使用量を記録する

⑥ 提案件数 環境負荷軽減に資する設計提案の件数

環境負荷軽減に資する施工提案の件数

環境配慮製品の利用を推進の件数

⑦ 廃棄物総排出量の削減

　紙リサイクル推進 コピー用紙の裏紙を活用する

表裏・サイズをそろえて裏紙を利用しやすくする

可燃ゴミ量を計測して排出削減意識を高める

⑧ 廃棄物最終処分量の削減

　再資源化 建設副産物の分別を徹底する

　分別の徹底 分別の仕方を具体的に掲示する

⑨ グリーン購入の推進

エコマーク・グリーン商品の購入率５０％以上をめざす

⑩ 環境保全意識の向上

　教育訓練の実施 社外の環境をテーマとした研修に参加する

社内教育を行う

　全社員への意識付け エコ啓発ポスターを掲示する

⑪ 地域環境への協力

　地域の清掃活動への参加 社員が50％以上参加し、地域清掃活動を年４回以上行う

　老人宅への私道除雪作業 独居老人宅の除雪ボランティアを年２件以上行う

　地域貢献活動に参加する 環境に関わる地域貢献活動を年3回以上行う

５．　環 境 活 動 計 画

　暖房ｴﾈﾙｷﾞｰの削減可能な
　住まいを提案する

　エコマーク品・
　グリーン商品の購入
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【数値目標の設定された活動結果】

基準値 平成２９年目標値 実績値
（平成２８年実績値） 基準値 -1％ H29.5～H３０.4

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO2 335,203.55 331,851.51 350,325.93 94.7% × 〇:目標達成

２．電気使用量の削減 ｋｗｈ 71,736.00 71,018.64 68,650.00 103.5% 〇 △:目標未達成

３．燃料使用量の削減 ＭＪ 4,352,909.60 4,309,380.50 4,636,599.62 92.9% × 目標超過5%以内

４．総物質投入量の削減 ｔ 1.02 1.01 0.87 116.7% 〇 ×:目標未達成

５．水使用量の削減 ｍ３ 170.00 170.00 177.00 96.0% △ 目標超過5%以上

６．廃棄物総排出量の削減 ｔ 0.37 0.37 0.25 144.8% 〇

７．廃棄物最終処分量の削減 ｔ 114.13 112.99 140.21 80.6% ×

【その他の活動結果】

１．化学物質排出移動量の削減

２．暖房ｴﾈﾙｷﾞｰの削減可能な
　住まいを提案する

４．グリーン購入の推進

５．環境保全意識の向上

６．地域環境への協力

３．廃棄物最終処分量の削減

全社会議の場で、電気使用量・ガソリン使用量等の現状をグラフで表示し、
環境活動への意識向上活動を行った。
次年度の取組 １．社外環境保全研修に参加する
　　　　　　 ２．社内教育を行う

活動期間中に、地域貢献活動を１１回行い、地域貢献活動証明書を受領した。
更に毎月初日近隣の清掃活動を継続中。
次年度の取組 １．近隣の清掃活動
　　　　　　 ２．独居老人宅の除雪ボランティア
　　　　　　 3.環境に関わる地域貢献活動

６．　環境活動の取組結果と評価

項　　　　　　目 単位 達成率

［平成２9年５月～平成30年４月（１年間）　活動結果］

評価基準

殺虫剤・害虫忌避剤の購入しなかった。
次年度の取組 １．昨年度に引続き購入ゼロを目指す。
　　　　　　 ２．保管塗料が出た場合は､MSDSにより危険性
              の周知を行う。

次年度の取組 １．環境負荷軽減に資する設計提案の件数
　　　　　　 ２．環境負荷軽減に資する施工提案の件数
　　　　　　 ３．環境配慮製品の利用を推進の件数

現在埋立処分としている廃棄物について、リサイクルできる
事業者・搬入システムについて検討中。
次年度の取組 １．分別の仕方を具体的に掲示し、分別の徹底
　　　　　　 ２．残余資材の再利用

一年間活動期間中のグリーン購入率は7１.7％となった。
次年度の取組 １．文房具類のグリーン購入
　　　　　　　並びに現場資材のグリーン商品の推奨
　　　　　　 ２．トイレットペーパーは古紙１００％再生紙を購入

評価
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《取組みと実績、次年度の取り組み内容・・・環境管理責任者の評価共》

29年度目標値 66,991.8 kwh
29年度実測値 65,251.0 kwh
達成率 103.7%

29年度目標値 3,343.2 kwh
29年度実測値 3,399.0 kwh
達成率 98.4%

２１年度 ２２年度
計 0 1

〈　１－１．本社電気　〉

〈　１－２．車庫電気　〉

  目標を達成できました。 
 照明器具のこまめなスイッチオン・オフが行われ、夏には冷房温度管
理を行い電気使用量を削減することができました。 
 これからも節電の呼掛けや照明器具のこまめなスイッチオン・オフ、冷
暖房の温度管理を引き続き行いたいと思います。 
  
【次年度の取組み】 
１．節電の呼掛け、照明のこまめなスイッチオンオフ 
２．パソコン未使用時の電源オフ呼掛け 
３．携帯電話充電器未使用時の取外し呼掛け 
４．冷暖房（エアコン）のこまめな室温管理 

  目標を達成できませんでした。 
  車庫電気使用量は木材加工場が割合をしめます。昨期は自社の木工加
工機械の稼働率が増加し、電力使用量が増加しました。 
 また、日中不在となる休憩所の暖房や照明のこまめなＯＮ・Ｏｆｆの実行な
ど、社員の努力が現れたものと評価します。 
 
【次年度の取組み】 
１．休憩所の不在時は照明オフ呼掛け 
２．休憩所の不在時は暖房は切る呼掛け 
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29年度目標値 367.8 ﾘｯﾄﾙ
29年度実測値 290.8 ﾘｯﾄﾙ
達成率 126.5%

29年度目標値 49,128.2 ﾘｯﾄﾙ
29年度実測値 51,565.1 ﾘｯﾄﾙ
達成率 95.3%

２１年度 ２２年度
計 0 1

〈　２-1．本社ガソリン　〉

〈　２-２．車庫・現場ガソリン　〉

 目標を達成しました。 本社車両をエコカーに変えたことと、遠方での

使用は多少あったものの 昨年度に比べて使用頻度が少なかったこと

が目標を達成できた理由です。引続き、エコドライブ活動やアイドリン

グストップ呼掛けを行います。 
 
【次年度の取組み】 
１．エコドライブの呼掛け 
２．アイドリングストップの徹底 

 目標を達成できませんでした。 

 道路維持業務での車移動にかかるガソリンが増加したと思われます。

現場によって使用量が増加してしまうので、経過を注意したいと思いま

す。引き続き、エコドライブ啓蒙活動やアイドリングストップ呼びかけを続

けます。ガソリン削減に向けたより具体的な活動提案を行いたい考えます。 
 
【次年度の取組み】 
１．エコドライブの呼掛け 
２．アイドリングストップの徹底 
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29年度目標値 33,075.7 ﾘｯﾄﾙ
29年度実測値 44,505.2 ﾘｯﾄﾙ
達成率 74.32%

29年度目標値 1,005.7 ㎏
29年度実測値 866.0 ㎏
達成率 116.14%

２１年度 ２２年度
計 0 1

〈　３．軽油　〉

〈　４．コピー用紙　〉

 目標を達成できませんでした。 

 建設業の場合、工種及び工事量により使用量が大幅に変動します。

昨期に比べて今期使用量はだいぶ抑えられたが、目標値の設定が低

いことから、達成することはできなかった。目標値の設定の見直しが必

要ではないか検討していく必要がある。 
【次年度の取組み】 
１．重機のアイドリングストップ徹底 0.0
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 目標を達成しました。 
  コピー用紙、裏紙活用と再生紙への実行、印刷前のプレビュー確認など
活動を引き続き行いたいと思います。 
  
【次年度の取組み】 
１．コピー用紙裏紙活用の呼掛け 
２．再生紙の徹底 0.0
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29年度目標値 136.6 m
3

29年度実測値 141.0 m
3

達成率 96.89%

29年度目標値 31.7 m
3

29年度実測値 36.0 m
3

達成率 88.00%

２１年度 ２２年度
計 0 1

〈　５－１．本社水　〉

〈　５－２．車庫水　〉

  目標を達成できませんでした。 
  新社屋での営業が２年目となり、目標値の変更はせずに使用量を量りま
した。事務所に占める人数の割合が今期使用量と比例して上がったと考え
られます。 これからも、節水の呼掛け等の活動を行いたいと思います。 
 
【次年度の取組み】 
１．節水の呼掛け 
 

 目標を達成できませんでした。 
 日常の手洗い・作業用機器材の洗浄等が主な用途です。車庫では上水道
の他に井戸水も活用していますが、上水道は主に飲料用・手洗い用として、
井戸水は工具等の洗浄用と使い分けしています。 
 
【次年度の取組み】 
１．節水の呼掛け 
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29年度目標値 79.9 ％
29年度実測値 71.7 ％
達成率 89.71%

29年度目標値 366.8 ㎏
29年度実測値 253.0 ㎏
達成率 144.98%

２１年度 ２２年度
計 0 1

環境管理者による平成２９年度活動の全体評価と次年度の取組

〈６．グリーン購入　〉

〈7．本社排出可燃ゴミ　〉

　新社屋１年目（２８年度）の実績を基準年として目標値を設定し、新社屋２年目の取組となった。
　数値目標を設定した７項目中、目標達成３項目、未達成（目標超５％以下）２項目、未達成（目標超過５超）２
項目となった。
　目標超過５％超の２項目「燃料使用量の削減」及び「廃棄物最終処分量の削減」については、現場状況
（重機使用量、解体工事の受注等）により、目標達成が難しくなっているが、次年度は基準年のイレギュ
ラーな状況（得意性）を考慮し、目標達成を検討する必要があると思われる。
　全体の取組みについては、月例委員会にて、毎月の実績（データ）を分析し、以後の取組みに活かされて
おり良好に継続している。

 目標を達成できませんでした。 
 グリーン購入の内訳は主に文具類です。 
グリーン購入の呼びかけにより、意識付けができたようですが、目標に達成
できませんでした。今後は、建設事業においてグリーン認定製品を積極的に
導入するよう、各部で取り組んでいきたいと思います。 
【次年度の取組み】 
１．文房具類のグリーン購入 
２．トイレットペーパーは古紙１００％再生紙を購入 

非グ

リーン

製品 

28.3% 

グリー

ン製品 

71.7% 

物品購入比率 

 目標を達成できました。 
今期本社から排出される可燃ごみについて見直しをしました。手拭き紙の廃
止と、社外可燃ゴミ（地域貢献活動の可燃ゴミ）を分けてることによって、本
社の排出量が減りました。 
引き続き分別が徹底されるように、分別を示すなどとし啓発活動を続けます。 
 
【次年度の取組み】 
１．可燃ゴミの分別徹底 
２．紙リサイクル促進 
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【主な環境法規制等の名称】

・廃棄物処理法 ・労働安全衛生法 ・建設リサイクル法

・オフロード法 ・建築基準法 ・騒音規制法

・消防法 ・学校環境衛生の基準 ・岩手県生活環境保全条例

・岩手循環型地域社会形成に関する条例

営業活動において、上記法規はすべて遵守されています。

８．　代表者による全体の評価・見直し

環境関連法規類の遵守状況チェック表を用いて、環境管理責任者がチェックした結果、違反はあり

ませんでした。また、地域からの苦情、環境関係機関からの訴訟はありませんでした。

平成２９年度　環境基本方針

　＜エコアクション２１及びブランドメッセージ「自然にやさしい、人にやさしい」の推進＞

を基に社員一人一人が環境を意識して積極的に行動できるように環境委員会を中心に良好に活

動していると評価できる。

　今後は、活動がマンネリ化（停滞）しないように、新たな取組みを検討する必要があると思われ

る。

　また、来年度は、より多くの社員に活動していただくため、環境委員会のメンバー再編も検討い

たします。

７．　環境関連法規への違反・訴訟等の有無
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毎月１日を地域環境保全活動の日として、事業所周辺のゴミ拾いを実行しています。

【本社所在地周辺】

※雨天及び積雪の場合は中止

【車庫資材置き場周辺】

※雨天及び積雪の場合は中止

【地域貢献活動実績】

3

6

3

1

2

3

2

3

2

15

3活動内容 北上川河川敷の清掃活動 活動期間 平成30年4月17日 参加人数

平成29年10月19日 参加人数

行事名 北上川流域一斉清掃活動 主催 国土交通省東北地方整備局

行事名

活動期間 平成30年2月3日 参加人数市内に移住する一人暮らしや身体障
碍者世帯の除雪活動

活動内容

活動内容 和賀川河川敷の清掃活動

行事名 除雪ボランティア活動 主催

行事名 インターンシップ 主催

土木部2年生に対する職場体験活動内容 活動期間

北上市民生委員児童委員協議会

年間延べ人数 １１５人

和賀川河川敷清掃 主催 岩手県県南広域振興局

活動期間

パトロール 活動期間

北上川流域一斉清掃活動

行事名 災害緊急時活動実施報告書 主催 岩手中部土地改良区

活動内容

平成２９年５月１日～平成３０年４月３０日　継続中

参加人数

平成29年7月23日 参加人数

行事名

活動内容

年間延べ人数 １５３名

ゴミ拾いと敷地周辺の草刈り

活動期間

参加人数

平成２９年５月１日～平成３０年４月３０日　継続中

毎月約１２～１３名

９．　地域環境保全活動

ゴミ拾いと街路樹根元の草取り

活動内容 献血協力活動

活動内容

活動期間

平成29年4月26日 参加人数

毎月約１６～１８名

行事名

行事名

活動内容

参加人数

主催

国土交通省東北地方整備局

平成29年6月14日

北上川河川敷の清掃活動

主催

活動期間

献血協力活動 岩手県建設業協会

活動期間

活動内容

岩手県中部土地改良区

行事名

下堰幹線用水路敷草刈及び清掃活動

災害緊急時活動実施報告書

活動期間

主催アドプト活動

岩手県県南広域振興局

参加人数平成29年7月23日

北上市立南中学校

活動内容

災害緊急時活動実施報告書

活動内容

行事名

パトロール

活動期間

主催

参加人数平成29年6月30日

行事名 北上市立南中学校第２学年職場体験学習

岩手県立黒沢尻工業高等学校

北上市

主催

パトロール 活動期間

平成29年10月2日 参加人数

平成29年7月23日 参加人数

主催

活動内容
住宅設計及び建設現場における職場
体験

活動期間 平成29年10月11日 参加人数
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【その他の地域貢献活動】

ベルマークポイントの寄付

　当社では印刷時に発生する空インクを市内でベルマークを集めている学校に寄付をした。

主なベルマーク配点（参考：キャノン）
使用済みカートリッジ・・・５点 使用済みトナーカートリッジ・・・５０点
※インクが入っていた箱のベルマークはポイントの対象になりません。
　（対象は箱の中のインクです）

手順
事前にベルマークを集めている学校に連絡をして了承を得る
※同時にＰＴＡ番号を確認する

①空のインクを専用の箱に
　個数を数えながら詰める

②専用の箱にインクの個数とＰＴＡ番号を記入
　専用の集配業者に集荷を依頼→発送

※プライバシー保護の為一部隠してあります

③証明書が届く

※プライバシー保護の為一部隠してあります

④学校に証明書をお届けしてベルマークを有効に活用して頂きます。

活動実績

平成２5年9月 2,145 点

3,115 点

2,330 点

1,150 点

3,105 点

今後、当社では毎年ベルマークを寄付していきたいと計画してます。 点

平成２6年7月

平成２7年7月

平成２8年5月

平成29年8月


	表紙
	目次
	1方針
	2体制
	2-1体制
	3事業活動
	4目標
	5活動計画
	6結果評価
	電気
	ガソリン
	軽油・コピー
	水
	グリーン・可燃ごみ
	７法規 ８代表
	９地域
	ベル

